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真珠の基礎から鑑別までを科学的に学ぶ真珠基礎コース
真珠最大の魅力である「テリ」について、
そのメカニズムを知る真珠応用コース
真珠製品の診断・修復・保存、
その理論と実践真珠C＆Eコース

■ 定員は各コースとも5名の少人数制。豊富なサンプルで学べます。
■ 初めての方は、真珠基礎コースを最初に受講してください。
■ セミナー日程、最新の申込み状況等は、ホームページをごらんください。

2024年からカリキュラム改訂よりわかりやすく、受講しやすくなりました
真珠のプロのための3つのセミナー

（株）真珠科学研究所
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　ジュエリーのボランタリーチェーン
（VC）の日本ゴールドチェーンを展開す
る協同組合日本ゴールドチェーン
（NGC。代表理事：三村真二）と㈱ジェ
イ・ジーパートナーズ（JGP。代表取締
役：渡邉義久）による、指定業者との懇
親会が10月28日、東京・品川駅直結の
ビル、品川グランバサージュにて開催さ

れた。加盟店23社28名と指定業
者22社44名に、新聞社4名など総

勢78名が
集った。
　懇親会
前 に は
NGC加盟
店（ 組 合

員）による総体会議がTKP会議室で開
かれ、その後に記者会見も開催された。
　全国の有力宝飾小売店有志が集う
NGCは、自社の繁栄だけではなく、加
盟店相互の繁栄のために活動する事
業協同組合で、NGC本部による加盟
店へのサポートは多岐にわたる。商品
供給や催事企画だけでなく、戦略立

案、管理指導、教育研修、
後継者育成事業、ウェブ戦
略など加盟店が集まること
で生まれるスケールメリッ
トを最大限に生かしながら
コスト削減や新規事業に
取り組みながら加盟店を

総合的にサポートしている。
　後継者育成事業に力を入れてきた
NGCの加盟店は、世代交代を順調に
進めてきており、次世代の経営者が育
ち始めている。その上で新しく様々なコ
ンテンツを導入するなどし、加盟店の
更なる強化が図られてきた。
　国内のジュエリー市場が停滞し、宝
飾業界もVCも元気を失いつつある中
で、新たなVCを育てるべく様々な試み
を一歩ずつ進めている。
　昨年度より開かれている指定業者と
の懇親会もその一環で、加盟店の増員
を図りながら限られた取引先だけでは
なく、時代の変化とともに広く深く太い
パイプで繋がった取引先との関係を構

築し、商売繁盛に繋げたいとしており、
今回改めて指定業者の募集を宣言し、
活性化させていきたいとした。
　現在の指定業者は40社。指定業者
に登録されると、ノルマがない上に加
盟店に課せられた仕入れに乗れるチャ
ンスができる。取引はJGPを通すことに
より、JGPが契約から回収まで行い、債
券の不安が解消されるほか、支払いも
現金でスムーズに行われるなど互いの
メリットが構築されている。その他細か
い条件もあるが、NGC加盟店の新規
開拓を希望するならば問い合わせてみ
るといい。
　なお、NGCの今期の売上高は、速報
値で前年比103.5％となっている。
　NGCが取り組む事業としては、1億
5000万円を投入した地金の委託シス
テム、二次流通の買取による3R事業
（リペア、リフォーム、リサイクル）のほ
か、海外視察やジュエリーフェスへの
出展など、様々な試みも行っている。

　「第63回技能五輪
全国大会」が、10月
17日～20日の4日
間、愛知県国際展示
場Aichi Sky Expo
（常滑市）で開催さ
れ、ジュエリー製作競
技「貴金属装身具」職
種には11名が参加。

その成績発表が最終日に発表された。
　金賞＝土田里彩子（山梨県）、山梨
県立宝石美術専門学校。銀賞＝飯島
慶（東京都）、ヒコ・みづのジュエリーカ
レッジ。銅賞＝松田華菜（東京都）ヒ
コ・みづのジュエリーカレッジ。敢闘賞
＝大谷月影（山梨県）、山梨県立宝石
美術専門学校。宮田采奈（山梨県）、
山梨県立宝石美術専門学校。

　競技課題は、支
給されたK18地金
を使い、課題作品を
11時間で製作する
こと。指定寸法に則
り材料の切り出し、
やすり掛け、肉だし、
ろう付、表面の仕上
げをすべて手作業

で行う。今回はリボンをモチーフにした
ペンダントのデザインで、中央下部は
選手一人ひとりがデザインして作り上
げる、フリーデザインの要素を組み入
れている。
　なお、日本ジュエリー協会（JJA）から
は、運営委員に坂巻章雄、競技委員に
小池淨（主査）、榊原敏洋、今野琢也、
競技補佐員に薬師寺智子、後藤尚久、
横山哲也、田坂晃洋が派遣された。
　また、JJA技術者育成支援委員会
では、「ものづくり」に対する関心を高
め、競技大会への参加者を増やし、ひ
いては日本のジュエリーの品質を維持
向上させるため、表彰制度を設けてい
る。上位入賞者には報奨金（金賞10
万円、銀賞5万円、銅賞5万円）を授与
できる。

　中国政府がダイヤモンド関連産業
への税制優遇措置を撤廃する方針を
固めた。これまで上海ダイヤモンド取引
所（SDE）を通じて輸入される研磨済
みダイヤモンドに対し適用されてきた
付加価値税（VAT）の軽減措置が、

2025年11月1日以降は通常税率に戻
る見通しである。この決定は、天然ダイ
ヤモンド市場に冷水を浴びせる一方
で、中国国内のラボグロウンダイヤモン
ド加工業を後押しする可能性がある。
　背景には、中国政府による税制全般
の見直しがある。財政収入の伸び悩み
と、税還付制度を活用した貿易スキー
ムの複雑化を受け、輸出入優遇や還付
制度が再検討されている。特に、原材
料や貴金属、宝石といった高付加価値

素材の分野では、「国家戦略的資源」
としての側面も意識され、過度な国外
流出を抑制する動きが強まっている。
中国は10月にも人工ダイヤモンド（ラ
ボグロウンダイヤモンド）粉末や単結晶
などの輸出を許可制にすることを発表

しており、今後は天然・人工を
問わず、同国のダイヤモンド関
連産業が国家管理の下に再

編される可能性がある。
　業界関係者の間では、このVAT優
遇撤廃により、天然ダイヤモンドの輸
入コストが上昇し、国内卸や小売価格
にも影響が及ぶとの見方が広がってい
る。特に、これまで中国を経由して加
工・研磨を行っていた国際的なサプラ
イチェーンは、税負担の増加によって
採算性を失う懸念がある。一方で、国
内での研磨技術とインフラを活かし、ラ
ボグロウンダイヤモンドの加工拠点とし

　 世 界ダイヤモンド評 議 会
（World Diamond Council／以
下WDC）の会長、フェリエル・ゼ
ルーキは、先週ルアンダで開催さ
れたアンゴラ国 際 鉱 業 会 議
（AIMC）2025で講演し、「ラボグ
ロウンダイヤモンド（LGD）のバブ
ルははじけた」と発言した。また、
「LGDの供給過多と価格下落が市
場の信頼を損ねている」と述べ、
「消費者は再び本物の価値に戻り
つつある」と主張した。
　この発言は、天然ダイヤモンド業
界の代表団体を率いる立場としては
自然な発言とも言えるが、同時に立

場による大きな偏りが存在する可
能性が否定できない。WDCは天然
ダイヤモンドの価値維持を目的とす
る組織であり、ゼルーキ自身もデビ
アス社の幹部として天然ダイヤの流
通・価格安定に深く関わる人物だ。
彼女の発言は、天然業界の防衛的
メッセージを含んだ、いわば「産業
側の視点」であると考えられる。
　天然ダイヤモンド業界側から見
ればLGDの“価格の暴落”が強調
されるが、LGD業界から見れば、そ
れは「価格の正常化」と「市場拡大
の過程」と考えれられる。過去数年
での生産技術の進歩により品質が

安定し、流通が整備された結果、かつて
贅沢品だった高品質ダイヤモンドが、よ
り多くの人々に届く存在へと変わってい
る。
　実際、LGDの価格下落が示すのは、
衰退ではなく「普及の成熟化」だ。ス
マートフォンや電気自動車と同じく、テ
クノロジー製品は初期段階の高価格
から、量産によって民主化していく。そ
れは価値の崩壊ではなく、新しい消費
層の獲得だ。若年層の購買動機も変
化している中、LGDは天然と競い合う
代替品ではなく、“異なる文脈のラグ
ジュアリー”として台頭している。
　ゼルーキの発言は市場を公平な視点

で捉えたものではなく、あくまで市場心
理を再びND側に引き戻そうとする意図
を含んでいると考えらえる。WDCにとっ
ては「ラボグロウンダイヤモンドバブルの
崩壊」かもしれないが、LGD側から見れ
ば、それは「市場の多様化」への進化だ。
重要なのは、天然とLGDの対立を煽る
構図から脱却することだ。両者は同じ市
場を奪い合う存在ではない。天然ダイヤ
はその稀少性と
物語性によって、
伝統的価値を体
現し続ける。こ
の続きはW&J
オンラインで。

　関西を元
気にする西日
本最大級の
ジュエリー祭
りとして評判
の㈱丸善によ
る「いちごジュ
エリーフェス
ティバル」が

10月18日～21日の3日間、大阪・難波
で開催され、地金の急騰をはじめ業況
変化が大きい中で、考えられる限りの
対策を練って挑み、昨年の実績を大き
く上回る売上高を記録し、大いに盛り
上がる“いちご”となった。
　初日から多数の来場者が並ぶほど
盛況なスタートを切り、途切れることな
く商談テーブルが埋まった。さらに立ち
上がりから超高額商品の決定が相次
ぎ、最高のスタートになった。
　2日目、3日目は落ち着いた立ち上が
りではあったが、昼過ぎからは商談
テーブルがすべて埋まる時間帯が増
え、小売店スタッフとの賑やかな商談
で盛り上がりを見せた。

　素材の高騰の対策
として、社内在庫を整
理し、“お買い得”とな
る商品をしっかりと事
前にPRした上で、地金
商品の品揃えにも力を
入れたことで売上に貢
献した。さらに、富裕層

に向け準備し
たカラーダイ
ヤの決定も
相次ぎ、予想
を大きく超え
る売り上げと
なった。
　井本雅仁
社長は「富裕

層の集客、地金製品の品揃え、資産性の
高いブルー、ピンクのカラーダイヤを精力
的に準備することの3つをテーマにして
準備してきました。地金高騰の影響で、
富裕層客が今まで以上に来場し、準備し
ていた金製品と合致したことで、過去最
高のカラーダイヤの販売個数となり、予
想以上の単価アップに繋がりました。い
ちごの『最高の空気を創る』というコンセ
プトのもと、小売店様による素晴らしい集
客力と熱心な販売力で、売上前年比
119％、買上げ単価132％と、最高の数
字を創ることができた」と喜びを語った。
　今後も、今以上に魅力ある“いちご”
を創り上げるべく、精一杯取り組んで
いくとしている。

前年比103.5％と好調な売上を
さらに活性させるために
新たな指定業者の募集を開始

中国、ダイヤモンド業界への
税優遇を撤廃へ
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丸善いちご

ての競争力を高める動きも想定され
る。天然ダイヤモンドに対する優遇が
縮小することで、政府は結果的に「人
工（ラボグロウン）」への産業シフトを
促しているとの指摘もある。
　この動きは、中国国内のみにとどま
らない影響を持つ。世界のダイヤモン
ド研磨産業は主にインドが大きな拠
点とされてきたが、中国はここ数年、ラ
ボグロウン分野を中心に研磨量を急

増させている。今回の税制変更によっ
て、中国が天然市場から一歩引く一方
で、人工ダイヤモンドにおける「ポリッ
シュ・ハブ」と
しての地位
を確立する
可能性もあ
る。この続き
はW&Jオン
ラインで。

CTスキャン使用
天女、花珠、鑑別書

※天女、ロイヤル天女は日本宝石科学協会で商標登録されています
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